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近年の余暇活動や生活習慣が台湾乳幼児のからだに与える影響
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目的

台湾において、 2015 年 5~6 月に、乳幼児の生活習慣の実態調査を行ったところ、台湾乳

幼児の午後あそびの活動内容は静的なあそびが多いこと、就寝時刻は遅く、午後 10時以降就

寝児が約 5割おり、毎日朝食を摂取している幼児の割合は 70%台と低いことを確認した O

そこで、より詳細な台湾乳幼児の余暇活動や生活習慣の実態を把握し、それらの変化がか

らだに与える影響を分析するとともに、健康管理上、台湾において改善すべき点を提案すべ

く、 2015 年 5~9 月まで生活習慣の調査を延長して実施した。

そして、本報では、近年の台湾乳幼児の抱える・抱えさせられている健康管理上の問題点

ゃからだの問題を抽出し、問題改善策の提案を行うこととした。

方法

2015 年 5 月 ~2015 年 9 月に、台湾の台北市、新北市、桃園市、台南市、高雄市、台東市、

彰化将、南投将、嘉義瞬、宜蘭厭などの O 歳~6 歳児 18 ， 803人(男児 9，771人，女児 9，032 

人)の保護者に対して、子どもの体格(身長、体重)、余暇活動(降園後の外あそび時間、あ

そび場所、あそび内容)、生活習慣(就寝時刻、起床時刻、朝食の摂取状況、朝の排便の有無)

等に関するアンケート調査を実施した O

倫理的な配慮としては、研究の目的と方法のほか、調査の回答は任意であること、個人名

が特定されることなく、プライパシーは保護されることを調査園や保護者に対して説明し、

賛同の得られた保護者からの回答を得た。なお、本調査の実施にあたっては、中華民国児童

教保総合協会ならびに新北市政府の倫理審査を経て許可をいただいたうえで実施した。

結果

1 台湾乳幼児の力ウプ指数区分による体型

身長と体重から、カウプ指数[体重 (kg)/身長 (cm)2Xl041を算出すると、 3歳女児を除

いて、「普通」に該当する幼児が半分もいなかった(図1)。
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図 1 台湾乳幼児の力ウプ指数別の人数割合

2. 台湾乳幼児の生活状況と余暇時間の費やし方

1 )台湾乳幼児の生活時間

台湾乳幼児の生活時間の結果を、年齢別・性別に表 lに示した。平均就寝時刻は 21時 30

分を超えて遅く、平均睡眠時間は幼児期に必要とされる 10時聞を満たさない短時間睡眠であ

った。起床も、午前 7時を過ぎての遅起きであり、朝の活動開始時の大脳の機能は準備時間
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の不足のため、しっかり機能しないのでなし、かと懸念した O また、平均排便時刻は、 2歳以

上では午後になっており、朝の排便のなさが顕著であった。さらに、平均テレビ・ビデオ視

聴時聞が、 5 ・6歳児になると 1時間 30分を超えている実態が確認された。

表 1 台湾乳幼児の生活時間および人数

男児

2 )余暇時間の費やし方

何をして余暇時間を過ごしているのかをみるために、降園後のあそび内容を、図 2に示し

た。また、あそびの場所としては、「家の中 j に続いて、「公園」が第 2位にあげられていた O
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図 2 台湾幼児の帰宅後のあそび 3項目選択

3 )運動状況

主な通園手段を、図 3に示した。徒歩通園は 3歳を過ぎると、 1割もいなくなり、ほと

んどが車やパスでの通園で、からだを動かしての通園は僅少であった O
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図 3 台湾幼児の主な通園方法

4 )夜 10時以降の活動と就寝時刻

夜 10時を過ぎての活動は、きょうだいや玩具でのあそびのほか、テレビ視聴、テレビ・ゲ

ーム、食事や外出もみられ、寝るための環境づくりができていないことを確認した(図 4)。

中でも、外出や食事をしていたことから、生活習慣病の発症や肥満児の発現に結びっく可能

性が示唆された。就寝時刻も、夜 10時を過ぎている幼児が各年齢児に 50%前後はおり、夜

型で遅寝であることを確認した(図 5) 0 
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5 )朝食摂取状況(図 6) 

遅寝で遅起きの結果、朝食べる時聞がなくなり、朝食の欠食へ、また、短時間睡眠による

睡眠不足で食欲のなさにつながっていたことからも、朝食摂取は 9割前後にとどまっていた。
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夜は、 10時を過ぎても、テレビ・ビデオ視聴をして、光や音刺激を得ており寝られない。

さらに、外出や夜食の摂取もみられ、生活習慣病の発症や肥満児の増加が懸念された。また、

幼児園や託児センターへの通園が、ほとんど車利用であることと、余暇時間は動的な運動よ

りもテレビ、ビデオ視聴をはじめとする静的な活動が増え、生活の中で明らかに運動不足を

生じており、食の細し、痩せ傾向児の増加も推察された O

要は、就寝時刻が遅くなると、起床が遅くなり、朝食べる時聞がもてない。朝、保護者の

仕事の都合で、早く起こされると、睡眠時聞が短くなり、食欲が湧かず、朝食を欠食する幼

児が増加する O 朝に排便をしないことも加わり 日中の運動不足を引き起こす。なお、保護

者の勤務時間の延長により、夕食開始時刻が遅いと、生活リズムにさらなる悪循環を生じ、

夜の遅い時間に食を摂取する児が増えてくる。

このような生活リズムの悪循環が、台湾幼児の「普通」体型の子の減少につながり、逆に

[痩せ」と「肥満」体型の子どもたちの増加に拍車をかけているのではないだろうか。

台湾の 5~9 月は、日中、暑いために、余暇は夜市をはじめとする夜の生活にずれ込みや

すい O 子どもたちは、日中の運動量が足りないために、夜になっても疲れておらず、遅くま

で起きていられものと推察した。

まとめ

台湾の乳幼児の余暇時間のあり方や生活習慣の実態を分析して、以下の事柄について早急

に対応したい。

(1)台湾の保護者だけでなく、保育関係者に対しでも、幼児にとっての健康的な生活リズ

ムづくりの基礎理論や知識を、健康管理上の提案事項を含めて、しっかり伝えていく必要性

が求められた。

( 2 )少しでもからだを積極的に動かして、運動エネルギーを発散させて心地よく疲れさせ、

あわせて体力を高めるために、保護者への運動奨励だけでなく、幼児園生活時間内での運動

の機会の増加と、地域の公園でのあそびや運動の積極的な導入が求められた。しかし、夜の

公園利用は控えるように呼びかけや指導が必要である。
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